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第　15諾圭．　茸写　7　・号

　　　　　　　　　　1．まえがき

aケットの各部門の基礎的貸料を得るために，小型モ

デルロケットの飛しょう実験が行なわれた・秋田県道川

海岸においては，ラムグロケットの小型模型でエンジン

1二4個のノズルをもっ．FN－15〕一・1号機（発射角45°）

」t：昭和36年・10月26日　（午前11時43分・）に，こ

の形式のロケット飛しょう安定性を調べるために打ち上

It’・bれた・昭和36年12月20日午後311寺05分に

281

RT－150－1号機（発射角48P）力ニレーダ装置の追尾性能

に関する試験のため，また昭和37年3月29日午前11

時34分にHT－150－1号機（発射角60°）が，　K－6　S型

（のちにK－8L型と改称された）ロケットの小型モデ

ルロケットで，犯力的加熱の基礎資料を得る目的で打ち

上げられた．．鹿児島ロケット実験場では1昭和37年8月

22旧午後M時…O分にAT－150－1号機（発射角60°）が

新型胴部アンテナの性能試験を行なうFS的で打ち上げら

れ，LT－150－i号機（発射角60°）ぼつり下げ型発射台
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　　　　　　　　　　　　　　　第1図変位（1．）・一時聞（T）由1線

からのロケットの発進特性を検討するために，昭和37

年ユ1月21日午前11時09分に打ち上げられ，また

SP－150－3号磯（発射角60°）4号機（発射角650）は

スピンを与える方法を研究する目的で，昭和37年11

月21日，午後3時12分，25日午後3時11分にそ
れぞれ打ち上げられた，そして多殿式ロケットの発射時

における安全性を向上させるたあに，エレクトロニクス

装置を実際のロケットに搭載し，その機能試験を行なう

目的でSO－150－1号機（発射角70e）が昭和37年12

月20日午前ユ1時09分に打ち上げられた．

　われわれ観測班は秋田においては，中央・高速度カメ

ラ観測点をもうけ，鹿児庇では第1，2光学観測室およ

びランチャ点で撮影を行なった．その結果を簡単に報告

する．

2．　撮影装置

　秋田実験において1ま中央観測点で，15倍追跡装置お

よび高速度カメラ観測点において16mm高速度カメラ

で撮影を行なった．また鹿児島ロケット実験では，第1

観測室より15倍追跡装置を，第2観測室において高連

度カメラおよびBeU＆Howelrカメラで行ない，必要

に応じて，もう1台の高速度カメラをランチ’t’台地に配

置し撮影を行なった．詳しくはカメラデー一タ（第1表）

を参照されたい．

3．飛しょう観測

　小型モデルロケットの飛しょう観測は，大型ロケ7｝

に比ベロケフトの速度は非常に早いので，おもに高遠度

カメラによP，ロケッFのランチ÷離脱付近の撮影を行

な　ot：、この外に15・倍追跡装置および35　mmBeUカ

メラで，ロケフトのランチ干離脱および上空への飛しょ

う状況の撮影を行なった．秋田・鹿児島両実験場におい

ても15倍追跡装置と，ランチャ点をむすんだ方向を，

発射方向としロケットの偏よりを見た．

　小型ロケットの飛しょう実験は曇天，雨天の中で打ち

上げたものが多く，追跡時間は数秒程度しか搬影するこ

とができなかった．また発射方向の測方から追跡する南

観測点（秋田），第4光学観測室（鹿児島）は都台で毘

設できなかったので，飛し一：う軌跡を求めることができ

なかった．

4，観測結果の解析

　a）ランチャ付近の特性解析

　16m皿プリズム式高速度カメラにより，撮影速度葡

1300～2000コマノ秒で行ない，レンズは解析範囲に応じ

て35，180，250mmのレンズを用いた。精度の点では

短焦点より長蕪点の方がいくぶんすぐれているが，蒋折

範囲は前者の方が大きい．この高速度カメラによる撮景…

画面より，変位〔L）一時間（T），速度（V）一時醐（T），

変位（L）一一速度（V）の各特性を求めた、第1図は回ケ7

トの変位（L）一時間（T）特怪である．小型モデルロケ7

トの有効ランチャ長さは，全部5mのものを使用した・

フラッシュが点火してからロケ7トの発進開始するまで

の時…ESIが，一一番長いものでFN一ユ50型て1－O．0215ecであ

る．フラッシェが点火してからランチ＋を離説するまで

の時問が0．187～0267秒で訓をび出している一書早い

ものは，鹿児島で初めて行なわれたAT－150型ロケッ

トで0．187秒である．　この図では計算値はLT－1訟

・ケ汁のみを言礁したが溌射角風・ケ。トの擁

量等によ唄なるわけで，各モデ，、。ケ。トとS　1：gs

の違いがあった．第2図は連度（V）＿時醐｛T）曲隷で第

ユ図の変位（L）一時問（T融縁力ら図式織分してlletht

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナものである．ロケ7トがランチ＋離脱瞬問におけts　＝
度tt　LT－15。型で34．6m／sec，　SP．15。型で3S・・’・　mi
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第15巷　第7号 283

／

Fl“150　－1－。一一・－
fi丁一v－　isD　－1－o－一一e－－

AT－150－1－▲一ムー
しT－150－1－E－e－
SP－150－3－x一鼠一
SO－150－i一凸一西一

20i

　　　　　　ハ

輝雌P 轍縫」鱒鳳糖趾工し亘5血：n　　　　　已服丁〔se。｝

　　　　　　第2　図　速度｛V）・一一時間（T）曲纏

欺FN－150型で3’7．6m／sec，　SO－150型で41．1m！

蹴およびAT－150型で57　m／secである．　SP－－150，

Ll’－150型計算値とあるのは鹿児烏で初めてつり下げ型

7＞チ＋を使用し，LT－150型を打ち上げ，このロケッ

fk同じSP－150型を普通のランチ＋で打ち上げたも

Dで性能は同じものである．しかしこの小型ロケットの

訂上げ日iま非常に天傑が悪く，フィルム上の解析におい

τも駿1ま，階に悪いものである．AT－150・ge・lt・」ンチ

＋離脱も他のロケットより早く，急速に速度が上がって

いる，速度においては他のロケットに比べ14～19m／sec

上回わoている．この速度一時問曲線をさらに図式微

分し，ロケットがランチャ離税までの平均加速度を求め

ると，FN－150型で163　m，’sec2（164　m〆sec2．），　HT－150

型で176m／se♂（212　m／sec2、｝　，　AT－150型で3鍵m！sec2

｛　343　m／sec2），　LT－150型で133　m／sec2，　SP－150型で

136m／se♂およびSO－150型で164　m／3ec2（183　m／sec2）
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1so－15巳一1＿山＿訴

1聾：馴譲凹　唖一

第3図　変位（L＞一速度（V）曲隷

が得られた．計算値の加速度は，実測した値より高く示

している（カッコ内は計算値）．第3図は麦位（L）一速

度｛V）曲線で，第1図の変位｛L｝二時問（T），第2図4）・

速度｛V〕一一時問（T）特性を合成して求めたものである，
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X軸は小型モデル用ランチャ有効長さを示し・Y軸に遠

度をとったものである・　AT－150型は各変位において

も一段と速い速度で有効ランチャ離脱時においては57・

n・細cの速度をもっている・

　b）追跡装置による飛しょう軌跡

　小型モデルロケットの飛しょう実験に際して，15倍

追跡装置は1台のみ使用した・したがって秋田において

中央観測点のみ，鹿児島においては第工観測宝のみを設・

置した，したがって飛しょう軌跡を求めることができな

かった．秋田実験場で行なわれたFN－150型において

は追跡時間約8秒でロケット発射方向南へ4°偏よっ

た．RT－150型においては降雪のため追跡できず，発射・

後約3秒くらいであった．HT－－150型は発射後糸蜀秒

くらいで，発射方向北へ3．5°偏より飛しょうした．ま

た鹿児鵬実験場におけるAT－150型は4秒時で，発射

方’向南へ5，5°偏よった．LT－150型は匿「缶南のとき打ち

上げられ，発射後約4秒で発射方向北へO・5e偏より鰹

び，SP－150－3帰機は同じ4秒時において発躬方向北へ．

3e・偏より飛しょうした．　SP－150－4号機も天候が悪く，

発射後6秒で発射方向北へO・6°av：，よった・SO－15。裂

も曇天のため，追跡時問約3秒位で今回の小型モデルロ

ケットの約8割は天候が悪い時打ち上げられ，当班とし

てのよい資料は得られなかった・

5．　あとがき

　小型モデルロケットの飛しょう実験が秋田・鹿児島実

験場にわたり行なわれた．このロケットは飛し．よう実験

はもちろんのこと，各測疋器の試験およびランチ＋の性

能試験等のために行なわれたもの一ごある．われわれ欝

班は小型ロケットのランチ＋離脱瞬尚の特性をおもに巌

測し，上記の資料を得た．小型ロケットは大型ロケット

と比べ発射速度が非常に速いので，手動による追讐では

15倍双眼鏡を用いず，照星照門のみで追跡した．aア

ットの飛Lよう特性を調べるには，少なくともロケ掃

エンジン燃焼終了までは2建測点から光挙的に鎚えO宕

要が踊と思う．　　　（19・63年硝2日姻
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